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Abstract   Naso annulatus Quoy and Gaimard, 1824 (Perciformes: Acanthuridae) is newly 
recorded from Fukue-jima Island (32˚41'24″N, 128˚45'14″E; Nagasaki Prefecture), 
northern East China Sea, Japan, based on single specimen [531.5 mm standard length 
(SL)]. In addition, N. brachycentron Valenciennes, 1835 (345.1 mm SL) and N. lopezi 
Herre, 1927 (453.9 mm SL) are both recorded from O-shima Island (34˚30'30″N, 
131˚25'12″E; Yamaguchi Prefecture), Japan, each on the basis of a single specimen. The 
record of N. brachycentron is the first specimen-supported record of the species from the 
Sea of Japan. All three species are considered to be important evidence of adult (>300 mm 
SL) unicornfishes having been transported by the Tsushima Warm Current from a more 
southern region to the northern East China Sea and Sea of Japan.
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ニザダイ科テングハギ属 Naso Lacepède, 1801は
尾柄に固着した 1–2個の骨質板をもつことで

特徴づけられ，岩礁やサンゴ礁域などで主に底生
藻類や海草，動物プランクトンを摂餌する魚類で
ある（Randall, 2001, 2002）．本属魚類はインド－太
平洋から 20有効種が知られ（Randall, 2001, 2002；
Johnson, 2002；Ho et al., 2011），日本からは標本に
基づき 15種が記録されており，写真でのみ記録
された Naso reticulatus Randall, 2011を含めると 16
種が報告されている（松沼・本村，2013；瀬能ほか，
2013；島田，2013；荒井，2015）．
日本におけるヒメテングハギ Naso annulatus Quoy 

and Gaimard, 1824の分布は，これまで神奈川県以

南の太平洋沿岸とされていたが（島田，2013），本
研究により 2018年 11月に長崎県五島市の福江島
から 1個体が得られた．福江島で漁獲された個体
は，長崎県における標本に基づく本種の初めての
記録となる．また，2016年 10月には，山口県萩市
の大島からそれぞれ 1個体のオニテングハギ Naso 
brachycentron Valenciennes, 1835とナガテングハギモ
ドキ Naso lopezi Herre, 1927が得られた．日本海に
おいて 2種はいずれも新潟県からのみ記録されて
おり（加藤，2011；島田，2013），これらの標本は
同県からの初めての記録である．
今回得られた 3種はいずれも標準体長 300 mm

以上であることから成魚と推察され，熱帯・亜熱

東シナ海北部および日本海から得られたヒメテングハギ，
オニテングハギおよびナガテングハギモドキ（ニザダイ科）
の記録
冨森祐樹 1・荻野　星 1, 4・内田喜隆 2・甲斐嘉晃 3・松沼瑞樹 1
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帯性魚類の成魚が対馬暖流の影響により北方に分
散する一例として重要な記録となると考えられる．
したがって，これら 3種の分布情報の蓄積を目的
として標本を記載し，報告する．

材 料 と 方 法

標 本 の 計 数 と 計 測 方 法 は Randall（1994），
Johnson（2002）および瀬能ほか（2013）に従った．
Johnson（2002）は，preorbital depthの計測方法を
詳述していないが，本研究では瀬能ほか（2013）
に従い，眼窩開口部の縁（通常は前下縁）と上顎
上縁との間の最短距離を測定した（瀬能　宏，私
信）．体各部の計測はノギスを用いて 0.1 mmまで

の精度で測定した．標準体長は体長，または SL
と表記した．本報告で調査した標本は京都大学舞
鶴水産実験所（FAKU）に保管されている．各種
の分布記録は，神奈川県立生命の星・地球博物館
の魚類写真資料データベース（KPM-NR）も参照
した．色の表記は財団法人日本色彩研究所（2001）
の系統色名に準拠した．

Naso annulatus Quoy and Gaimard, 1824
ヒメテングハギ

（Fig. 1A；Table 1）

標本　FAKU 146565，体長 531.5 mm，長崎県五
島市福江島，2018年 11月 19日，野田　勉，定置網．

Fig. 1.　Fresh specimens of Naso annulatus (A), N. brachycentron (B) and N. lopezi (C) from Japan. A: 
FAKU 146565, 531.5 mm SL, Fukue-jima Island, Nagasaki; B: FAKU 143620, 345.1 mm SL, O-shima 
Island, Yamaguchi; C: FAKU 143621, 453.9mm SL, O-shima Island, Yamaguchi.
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記載　計測と計数値は Table 1に示した．体は
よく側偏し，中庸で細長い．尾柄は概ね円筒形で，
後方に向かってすぼまり，後部背側と腹側に欠刻
が発達する．吻背縁は突出し，突出部の頂点と眼
の最短距離は眼径のおよそ 6.5倍で，突出部の先
端は吻端を越える．躯幹部から尾部にかけての背
縁は腹縁よりもやや急な曲線を描く．体高は第 2
から第 3軟条基部で最大となる．腹縁の輪郭は胸
部付近の輪郭がやや急な曲線を描く．前鼻孔と後
鼻孔は近接し，眼の前縁のすぐ前方に位置する．
前鼻孔は後鼻孔よりも大きく，前鼻孔の開口部は
肉質の縁となり，その後縁は三角形の皮弁を形成
する．眼前部の溝は眼の直前から斜め前下方へ向
かい，前鼻孔の後縁下でやや前方を向き，前鼻孔
の前縁下から幅が広がり浅くなる．口はわずかに
突出し，両顎歯は 1列で，個々の歯根は円筒形．
歯冠は先端が尖った細長い二等辺三角形の円錐状
で，切縁は細かい鋸歯状．体は上唇下縁と下唇（口
角付近がわずかに鱗で被われる）の大部分を除い
て微細で大きさの不揃いな鱗で被われる．各鰭の
棘と軟条も同様の鱗で被われるが鰭膜と胸鰭基底
の関節部は無鱗．尾柄に概ね円形の 2個の固着し
た骨質板があり，翼状の隆起縁が発達する．隆起
縁の前方は鉤状になり，先端はよく尖る．側線は
眼の後方，鰓孔上方から始まり，尾柄上の前方の
骨質板のわずかに前方で終わる．背鰭は鰓孔の上
方から始まる．背鰭の縁辺は体背縁の輪郭にほぼ
平行で，棘条部は軟条部よりもわずかに高い．臀
鰭の縁辺は体腹縁の輪郭にほぼ平行で，その起部
は背鰭第 4棘と第 5棘基部間の下方にあり，後方
は背鰭軟条部と相対する．胸鰭の後端はやや円く，
第 3軟条が最長で，それより下方の軟条は徐々に
短くなる．腹鰭は胸鰭基底下に位置し，第 1軟条
が最長でその先端は概ね尖る．尾鰭後縁はやや湾
入し，上下の鰭条はわずかに伸長する．
色彩　生鮮時の色彩は解凍後撮影した写真に基

づく（Fig. 1A）．頭と体は模様がなく，一様に明
るいグレイで，背部はやや色が濃い．上唇と下唇
はともに白．眼はうすいグレイ，虹彩は黒．背鰭
は模様がなく，鰭条と鰭膜は一様に躯幹部と同様
なグレイ．臀鰭は模様がなく，背鰭と同様に一様
にグレイで，縁辺は灰みの白で縁取られる．胸鰭
は鰭条がうすいグレイ，鰭膜は外側へ向かって濃
くなるグレイで縁辺は白みがかった半透明．腹鰭
は鰭条が灰みの白，鰭膜が明るいグレイ．尾鰭の
地色は躯幹部と同様に明るいグレイで尾柄部付近
は白みがかり，後方に向かうにつれてこい緑みの

黄がかる；縁辺は白で縁取られ，その幅は胸鰭の
縁取りの幅よりやや広い．尾柄の骨質板は半透明．
固定後の色彩は生鮮時とほぼ同様だが，全体に赤
みのグレイを帯びる． 
分布　本種は紅海，アフリカ東岸からハワイ諸

島とフレンチポリネシア，オーストラリアから日
本にかけてのインド̶太平洋，および東太平洋の
クリッパートン島とココ島，ガラパゴス諸島に分
布し（Randall, 2002；Acuña-Marrero and Salinas-de-
León, 2013；島田，2013），日本国内では八丈島（加
藤，2011；島田，2013），豆南諸島（Kuriiwa et al., 
2014），小笠原諸島（Randall et al., 1997；島田，
2013），三浦半島（林，1995；Senou et al., 2006b；
島田，2013），神奈川県小田原市（KPM-NR 31669, 
33233），伊豆半島（林ほか，1992；島田，2013），
和歌山県串本町（KPM-NR 16119），四国（愛媛県
愛南町・高知県柏島）（平田ほか，2001；島田，
2013），宮崎県（Iwatsuki et al., 2017；村瀬ほか，
2019），長崎県福江島（本研究），山口県（河野ほ
か，2011），大隅諸島（屋久島・上三島）（Motomura 
et al., 2010；千葉，2013；島田，2013），宮古諸島
を含む琉球列島（Senou et al., 2007；島田，2013）
および南大東島（吉郷，2004；島田，2013）から
記録されている．
備考　長崎県福江島から得られた 1標本は，歯

の切縁が細かい鋸歯状，吻背縁が突出する，体背
部が隆起しない，背鰭鰭条数が 5棘 28軟条，胸
鰭条数が 18，臀鰭軟条数が 28，尾柄の骨質板が
2個，頭部と体側に斑紋がなく尾鰭後縁が白く縁
どられることなどから，Randall（2001, 2002）や
島田（2013）の N. annulatusの特徴とよく一致し
たため，本種に同定された．
これまで国内において本種は三浦半島以南の太

平洋沿岸，琉球列島および日本海沿岸の山口県か
ら広く記録されていたが（Senou et al., 2007；河野
ほ か，2011； 島 田，2013；Kuriiwa et al., 2014；
Iwatsuki et al., 2017；村瀬ほか，2019），長崎県か
らの記録はなかった．したがって，本研究の記載
標本は同県における本種の初めての記録となる．

Naso brachycentron Valenciennes, 1835
オニテングハギ

（Fig. 1B；Table 1）

標本　FAKU 143620，体長 345.1 mm，山口県萩
市大島沖，2016年 10月 17日，定置網（山口県
漁業協同組合大島支店定置網）．
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Table 1.　Proportional measurements and counts of Naso annulatus, N. brachycentron and N. lopezi from Japan

N. annulatus N. brachycentron N. lopezi
FAKU 146565 FAKU 143620 FAKU 143621

Locality (Prefecture) Nagasaki Yamaguchi Yamaguchi
SL (mm) 531.5 345.1 453.9
Measurements (% SL)
Body depth at dorsal origin 30.0 39.6 23.8
Maximum body depth 33.9 49.4 28.2
Body width 17.9 14.0 12.7
Head length 23.1 33.1 23.4
Snout length 16.1 26.0 15.2
Orbit diameter 4.1 5.8 4.3
Preorbital depth 16.2 21.9 12.2
Bony interorbital width 8.3 9.0 8.6
Posterior nostril to orbit 1.9 1.8 2.6
Upper jaw length 5.3 5.9 4.6
Caudal peduncle depth 4.3 5.0 4.6
Caudal peduncle length 12.7 17.5 13.4
Dorsal fin base length 65.0 77.9 65.1
Spinous dorsal base length 12.2 16.2 12.4
Soft dorsal base length 54.5 64.7 50.7
First dorsal fin spine length Broken 6.4 Broken
Second dorsal fin spine length 7.6 Broken Broken
Third dorsal fin spine length 7.6 6.2 8.3
fourth dorsal fin spine length 6.6 Broken 8.3
Fifth dorsal fin spine length 6.5 Broken Broken
Last dorsal fin ray length 5.1 Broken Broken
Anal fin base length 55.3 63.9 56.3
First anal fin base length 4.6 4.2 5.8
Second anal fin spine length 4.3 7.3 Broken
Longest dorsal fin ray length 8.6 12.7 Broken
Caudal fin length 12.3 21.6 13.3
Caudal fin concavity length 1.6 Broken 3.5
Pectoral fin length 15.1 19.0 15.1
Pelvic fin spine length 8.3 11.4 Broken
Prepelvic length 28.4 33.5 26.2
Predorsal length 26.5 40.2 25.8
Preanal length 37.4 46.7 34.3
First peduncular spine base length 4.1 4.8 4.9
Second peduncular spine base length 3.2 4.4 4.2

Counts
Dorsal fin rays V, 28 V, 30 V, 29
Anal fin rays II, 28 II, 27 II, 27
Pectoral fin rays 18 17 17
Pelvic fin rays I, 3 I, 3 I, 3
Teeth on upper jaw Broken 27* 44
Teeth on lower jaw Broken 25* 35
*Partially damaged.
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記載　計測と計数値は Table 1に示した．体は
よく側偏し，中庸でやや細長い．体高は高く，背
鰭棘から軟条にかけての背部がよく隆起する．尾
柄は概ね円筒形で，後方に向かってすぼまり，後
部背側と腹側に欠刻が発達する．吻背縁はやや突
出し，突出部の頂点と眼との最短距離は眼径のお
よそ 1.2倍であり，突出部の頂点は吻端を越えな
い．躯幹部から尾部にかけての背縁は，眼の前端
でやや突出した後，背鰭第 3棘基部までなだらか
な曲線を描き，第 1軟条にかけて隆起した後ゆる
やかに傾斜する．体高は背鰭第 5棘条基部と第 1
軟条基部間で最大となる．腹縁の輪郭はなだらか
な曲線を描く．前鼻孔と後鼻孔は近接し，眼の前
縁のすぐ前方に位置する．前鼻孔は後鼻孔よりも
大きく，その開口部は肉質の縁となり，その後縁
は三角形の皮弁を形成する．眼前部の溝は後鼻孔
前縁下からやや広がり，前鼻孔前縁下から浅くな
る．口はわずかに突出し，両顎歯は 1列で，個々
の歯根は円筒形．歯冠は先端が尖った細長い二等
辺三角形の円錐状で，切縁は細かい鋸歯状．体は
上唇下縁と下唇（口角付近がわずかに鱗で被われ
る）の大部分を除いて微細で大きさの不揃いな鱗
に被われる．各鰭の棘も同様な鱗で被われるが軟
条と鰭膜および胸鰭基底の関節部は無鱗．尾柄に
概ね円形の 2個の固着した骨質板があり，翼状の
隆起縁が発達する．側線は眼の後方，鰓孔上方か
ら始まり，尾柄上の前方の骨質板のわずか前方で
終わる．背鰭は鰓孔の上方よりもやや後方から始
まる．一部破損しているが，背鰭の縁辺は体背縁
の輪郭にほぼ平行で，棘条部は軟条部よりもやや
高い．臀鰭の縁辺は体腹縁の輪郭にほぼ平行で，
その起部は背鰭第 5軟条から背鰭第 1軟条間の下
方にあり，後方は背鰭軟条部と相対する．胸鰭の
後端はやや円く，第 3軟条が最長で，それより下
方の軟条は徐々に短くなる．腹鰭は胸鰭基底下に
位置し，第 1軟条が最長でその先端は概ね尖る．
尾鰭は後縁がやや湾入し，上葉端はよく伸長し，
下葉端はやや伸長する．
色彩　生鮮時の色彩は解凍後撮影した写真に基

づく（Fig. 1B）．頭と体に模様はなく，背部は暗
いグレイで腹部にかけて明るくなり，腹部は黄み
の白．上唇は躯幹部と同様に暗いグレイ，下唇は
白．眼は黄みのグレイ，虹彩は黒．背鰭は模様が
なく，鰭条は躯幹部と同様に暗いグレイ，軟条は
灰みの白で基部はやや暗いグレイ，鰭膜は一様に
躯幹部と同様なグレイで，軟条部の鰭膜は軟条と
同様に灰みの白で基部はやや暗いグレイ．臀鰭は

模様がなく，腹部と同様に一様に黄みの白で，鰭
膜はやや灰みの白．胸鰭は鰭条が灰みの白，鰭膜
は灰みの白で縁辺は半透明でその幅は眼径の 5分
の 1程度．腹鰭は軟条と鰭膜が黄みの白，鰭条は
赤みがかる．尾鰭基部は躯幹部と同様に暗いグレ
イ，腹部側は黄みの白で，軟条部は背部側，腹部
側ともに黄みの白．固定後の色彩は，生鮮時とほ
ぼ同様だが，全体に黄みのグレイを帯びる．
分布　本種は紅海とハワイ諸島を除いたアフリ

カ東岸からフレンチポリネシア，ニューカレドニ
アから日本までのインド̶太平洋の温帯から熱帯
域に広く分布し（Randall，2002；島田，2013），
日本国内においては，小笠原諸島（加藤，2011），
相模湾（山田・工藤，1997；Senou et al., 2006b；
島田，2013），新潟県（加藤，2011），山口県萩市
大島（本研究），屋久島（Motomura et al., 2010；
島田，2013），トカラ列島（口之島・小宝島）（坂
井ほか，2005, 2009），奄美群島以南の琉球列島（島
田，2013；桜井，2019）から報告されている．
備考　山口県萩市大島から得られた標本は体長

345.1 mmの成魚で，歯の切縁が細かい鋸歯状，
体背部が隆起する，背鰭鰭条数が 5棘 30軟条，
胸鰭条数が 17，臀鰭軟条数が 27，尾柄部の骨質
板が 2個，尾鰭後縁が白く縁どられないことなど
から Randall（2001, 2002）および島田（2013）の N. 
brachycentronの特徴とよく一致したため，本種に
同定された．なお，本個体の腹鰭が赤みがかるの
は出血のためと思われる（Fig. 1B）．
国内において本種は小笠原諸島，神奈川県相模

湾，新潟県，屋久島，トカラ列島以南の琉球列島
からのみ記録されていたため（加藤，2011；島田，
2013），本研究の記載標本は山口県における本種
の初めての記録となる．なお，加藤（2011）は本
種の新潟県からの記録を目録的に述べているだけ
であり，本標本は本種の日本海からの標本に基づ
く初めての記録となる．

Naso lopezi Herre, 1927
ナガテングハギモドキ

（Fig. 1C；Table 1）

標本　FAKU 143621，体長 453.9 mm，山口県萩
市大島沖，2016年 10月 19日，定置網（山口県
漁業協同組合大島支店定置網）．
記載　計測と計数値は Table 1に示した．体は

よく側偏し，中庸で細長い．尾柄は概ね円筒形で，
後方に向かってすぼまり，後部背側と腹側に欠刻
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が発達する．吻背縁は突出せず背縁の輪郭はなだ
らかな曲線を描く．体高は背鰭第 2から第 3軟条
基部間で最大となる．腹縁の輪郭はなだらかな曲
線を描く．前鼻孔と後鼻孔は近接し，眼の前縁の
すぐ前方に位置する．前鼻孔と後鼻孔は同程度の
大きさで，前鼻孔の開口部は肉質の縁となる．眼
前部の溝は後鼻孔前縁下からわずかに前方に向き
徐々に浅くなる．口は突出せず，両顎歯は 1列で，
個々の歯根は円筒形．歯冠は先端が尖った細長い
二等辺三角形の円錐状で，切縁は細かい鋸歯状．
体は上唇下縁と下唇（口角付近がわずかに鱗で被
われる）の大部分を除いて微細で大きさの不揃い
な鱗に被われる．各鰭の棘も同様な鱗で被われる
が軟条，鰭膜と胸鰭基底の関節部は無鱗．尾柄に
概ね円形の 2個の固着した骨質板があり，翼状の
隆起縁が発達する．隆起縁の前方は鉤状になり，
やや尖る．側線は眼の後方，鰓孔上方から始まり，
尾柄上の前方の骨質板のわずかに前方で終わる．
背鰭は鰓孔の上方よりも後方から始まる．一部破
損しているが，背鰭の縁辺は体背縁の輪郭にほぼ
平行で，棘条部と軟条部は同程度の高さ．臀鰭の
縁辺は体腹縁の輪郭にほぼ平行で，その起部は背
鰭第 2から第 3棘基部間の下方にあり，後方は背
鰭軟条部と相対する．胸鰭の後端はやや円く，第
4軟条が最長で，それより下方の軟条は徐々に短
くなる．腹鰭は胸鰭基底下よりわずかに後方に位
置し，第 1軟条が最長で，その先端は概ね尖る．
尾鰭は截型で，上下の鰭条はわずかに伸長する．
色彩　生鮮時の色彩は解凍後撮影した写真に基

づく（Fig. 1C）．体背面から体側上部にかけて黒
色点が散在する．躯幹部は一様に赤みのグレイ．
上唇は黄みのグレイ，下唇は黄みの白．眼は躯幹
部と同様の赤みのグレイ，虹彩は黒．背鰭は黒色
点が散在し，鰭条は躯幹部と同様に赤みのグレイ，
軟条は黄みのグレイ，鰭膜は一様に躯幹部と同様
な赤みのグレイ．臀鰭は模様がなく，鰭条は灰み
の白，鰭膜は躯幹部と同様な赤みのグレイで後方
へ向かうにつれて白みがかる．胸鰭は半透明．腹
鰭は棘が黄みのピンク，軟条が灰みの白，鰭膜は
躯幹部と同様に赤みのグレイ．尾鰭は灰みのグレ
イで，黒色点が散在する．固定後の色彩は生鮮時
とほぼ同様だが，全体にあさいブラウンを帯びる．
分布　本種はアンダマン海からトンガと日本まで

のインド洋東部から太平洋西部にかけて分布する
（Randall, 2002；Randall et al., 2003；島田，2013）．日本
国内においては，豆南諸島（Kuriiwa et al., 2014），小
笠原諸島・房総半島（島田，2013），三浦半島（山田・

工藤，2005；Senou et al., 2006b），伊豆半島（山下，
1997；島田，2013），紀伊半島（島田，2013；池田・中坊，
2015），宮崎県日向灘（Iwatsuki et al., 2017），薩摩半島
（和田ほか，2018），新潟県寺泊（本間，1995，2013；
島田，2013），山口県萩市大島（本研究），大隅諸島（種
子島，屋久島）（島田，2013；和田ほか，2018），奄美
大島以南の琉球列島（吉野ほか，1975；Senou et al., 
2006a；島田，2013）から報告されている．
備考　山口県萩市大島から得られた標本は，歯

の切縁が細かい鋸歯状，体が細長く標準体長は体
高の 3.6倍，頭部に角や体背部に隆起がない，背
鰭鰭条数が 5棘 29軟条，臀鰭軟条数が 27，尾柄
部の骨質板が 2個，体背面から体側上部および尾
鰭に小さな黒色点を多数もつことなどが Randall
（2001, 2002）および島田（2013）の N. lopeziの特
徴とよく一致したため，本種に同定された．
上記の通り，国内において本種は房総半島から

琉球列島にかけて広く記録されていたが，山口県
からの記録はなかった．したがって，本研究の記
載標本は本種の同県からの初めての記録となる．

考 　 　 察

日本海への対馬暖流の流入量は夏季（9月）と
秋季（11月）に最も大きくなるとされ（長沼，
1992），これは本研究の標本が採集された時期と
よく一致する．このことから，本研究の標本はい
ずれも対馬暖流の影響で南方から日本海へ偶発的
に来遊し，漁獲されたと考えられる．とくに，山
口県で 2016年 10月のほぼ同時期に漁獲されたナ
ガテングハギモドキとオニテングハギの事例では，
採集地の近傍となる東シナ海北部海域の海面水温
平年（1981–2010年平均）差が 1981–2018年まで
の 37年間で 3番目に高い［2016年秋季（10–12月）
で +0.8˚C］年であり（気象庁，2019），この時期
に南方から対馬海峡への強い海流の流入があった
ことが示唆される．また，長崎県福江島において
2018年 11月に漁獲されたヒメテングハギの事例
でも，同様に近傍海域はやや高水温傾向（東シナ
海北部海域の海面水温平年差が +0.3˚C）であった
ため（気象庁，2019），南方から対馬海峡への海
流の流入があった可能性がある．南方系浅海性魚
類の九州西岸沖および日本海沿岸への来遊と対馬
暖流の勢力との関係を検討するためには，さらな
る事例の収集が必要である．なお，田城ほか
（2017）は日本海沿岸の定置網で漁獲される南方
系魚類は，北西季節風が卓越する冬季の水温低下
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によって衰弱した個体が岸寄りに流され，漁獲さ
れる場合が多いと考察している．しかし，本研究
で調査した日本海産のオニテングハギとナガテン
グハギモドキの標本は，いずれも北西季節風が卓
越する前の秋季（10月）に漁獲されており，水
温低下による衰弱の影響はなかったと考えられる．
南方系魚類の成魚が黒潮によって南方から九州

以北沿岸域へ偶発的に来遊することはよく知られ
ている（荻原ほか，2010；本村，2012；瀬能ほか，
2013）．また，黒潮の分枝流である対馬暖流によっ
て，南方系魚種が黒潮流域から日本海に輸送され
ることも知られており（田城ほか，2017），本研究
で日本海から得られた 2個体のほかにも，新潟県
沖からニザダイ科魚類のナガテングハギモドキと
ニセカンランハギ Acanthurus dussumieri Valenciennes, 
1835のいずれも成魚とみられる個体（ナガテン
グハギモドキ：全長 40 cm；ニセカンランハギ：
全長 365 mm）が報告されている（本間，1995；
本間ほか，2009）．一方，九州以北おいて黒潮に
より輸送された南方系魚類の卵や仔稚魚期が夏季
に幼魚として出現し，冬季の水温低下により死滅
することも一般的によく知られている（松浦・瀬
能，2012）．テングハギ属魚類はケリス期と呼ば
れる浮遊期の長い幼期をもつため（福井ほか，
2014），多くの本属魚類の幼魚が黒潮により九州
以北沿岸域に出現する（萩原・長谷川，1990；林
ほか，1992；瀬能ほか，2013）．本研究で報告し
た 3種の幼魚が九州以北沿岸域で越冬して成長で
きるのであれば，一年を通じて様々な体長の個体
がみられるはずであるが，小型個体については九
州以北の太平洋沿岸でヒメテングハギの主に当歳
魚とみられる幼魚のみが報告されており［林ほか，
1992：体長 42.9 mm（11月に採集）；山下，1997：
全長 4–5 cm；平田ほか，2001：全長 3 cm（10月）；
村瀬ほか，2019：体長 33.7 mm］，オニテングハ
ギとナガテングハギモドキについては幼魚も確認
されていない．加えて，日本海沿岸ではこれまで
に 3種の幼魚や若魚は報告されていない．相模湾
では毎年多数の本属魚類の幼魚が出現するが，越
冬個体は確認されていないことが報告されており
（瀬能ほか，2013），本研究で報告した 3種は，幼
期に南方から九州以北沿岸域へ暖流により輸送さ
れても冬季の水温低下とともに死滅すると考えら
れる．したがって，本研究の標本は幼期に分散し
たものが成長したとは考えにくく，いずれも成魚
が対馬暖流によって南方から偶発的に来遊し漁獲
されたと考えられる．
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